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 Hot cellsは触角の端棘（arista）に細胞体をもち、触角葉の VP2糸球体に投射するが、その出
力は、二次介在ニューロン(Frank et al., 2015; Liu et al., 2015)によって、前大脳側部（lateral 
protocerebrum: LP）などの脳の高次領域に伝えられる。LPは性行動の高次統合中枢として機能す
る部位である(Yamamoto and Koganezawa, 2013)。すなわち、この領域を神経支配する doublesex陽
性の pC1ニューロンは、その強制活性化によって、処女雌の性的受容性を上昇させる(Zhou et al., 








et al., 2018)。また、ミツバチのMajor Royal Jelly Proteinに相同な yellow-d遺伝子を過剰発現させ
ると、生殖休眠が著しく増強される（未発表）。そこで、yellow-d遺伝子に着目し、低温・短日条
件で飼育した雌の、卵巣の発達状態や性的受容性への影響を調べた。 


























を探索した結果、Gustatory receptor 28b (Gr28b)発現ニューロンの活性化により交尾率
がゼロになることを発見した。続いて、全身の様々な場所に分布する Gr28b発現ニューロ
ンのうち、性的受容性の制御に関わっているのは頭部に存在する細胞集団であることを、
強制活性化の部域を限定する実験によって示した。さらに、頭部の Gr28bニューロン群に
多色マーカー遺伝子を発現させ、個々のニューロンを異なる蛍光で標識することによっ
て、触角のアリスタに含まれる３個の高温感受性ニューロン、すなわち hot cellsが、その
活性化によって性的受容性を低下させる本体であることを突き止めた。Hot cellsは Gr28b
のうち d型アイソフォームを発現することが知られており、このアイソフォームは高温を
感じる受容体とされている。そこで、性的受容性の温度依存性を調べたところ、野生型で
あれば回避行動をとって交尾成功率が 10%以下まで低下する 36˚Cであっても、Gr28b変
異体は 40%を超える交尾成功率を示すことが明らかとなった。こうして、極端な高温スト
レス条件で生殖を停止する神経機構の一端が解明できた。一方、温帯圏では極端な低温に
さらされる危険のある冬が大きな環境ストレスである。多くの昆虫は休眠によって冬を乗
り切るが、キイロショウジョウバエも低温・短日・低栄養条件に置かれると卵巣成熟の停
止した生殖休眠様状態になる。この生殖休眠様状態への移行を促進する遺伝子に、yellow-
dがある。本研究により、yellow-d変異体が本来なら交尾が抑えられる低栄養条件に於い
ても高い交尾率を示すことが明らかとなり、栄養ストレスと生殖行動とをつなぐ未知のシ
グナル系解明の糸口となる発見がなされた。このように三輪祐輔は、環境からの情報に基
づいて生殖行動の可否を決する機構の解明に新地平を切り開く成果を上げており、自立し
て研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがっ
て，三輪祐輔提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
